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東亜同文書院創立百周年行事スケッチ
（第 1 日目） 2仙年 5 月 25 日働豊橋校舎
愛知大学の前身、東亜同文書院の百周年記念行事は2002年 5 月 25 、 26の
両日、車橋校舎と名古屋校舎を中心に行われ、全国から集まった東亜同文
書院同窓会 「i庖友会（こゅうかい）」会員や愛犬同窓会員らの、現役学生
をしのぐ元気な姿が両キャンパスで見られた。
午後 2 時半、大学関係者らの歓迎の拍手の中を続々と ｜探 り立つ掘友会会員。
21 百周年記念行事写｝＇（
記念式典に先立ち午後 3 時10分から 、 大学記念館（旧本館）前で記念植
樹が行われた。 東亜同文書院大学を継承した愛知大学がますます発展する
ようにとの願いが込められた月桂樹の苗木が、 春名会長、近衛会長、 武田
学長らの手で植えられた。
｜而l文僧院記念相！ 22 
午後 3 時半、記念会館 1 階ロピーで同文書院大学最後の学長で愛大名哲
学長の本間喜一氏の胸像（日展評議員山本真輔氏の作）除幕式が行われ、
小田同窓会長、武田学長、本間忠彦氏らの手でブロンズ像を恋った布が取
り 除かれた。
23 百周年記念行事写其
記念式典は午後 4 時から、最橋校舎記念会館の小講堂で盛大に聞かれた。
全員で書院院歌を斉唱したあと、春名和雄i庖友会会長（代行・藤田照男氏）
並びに武田信照愛知大学学長が挨拶をおこない、近衛通｜監霞山会会長、 小
田啓二愛知大学同窓会会長がそれぞれ祝詞をのべた。
問文書院記念ffi 21 
午後 6 時、ホテル日航豊橋ホリデイホールにおいてi庖友会 ・愛知大学 ・
愛知大学同窓会交流懇親会が盛大に開催された。 最高齢は95歳の安沢隆雄
氏（25期）で、全国から集まった掘友同窓及び関係者は240名にのぼり、
愛大同窓、大学関係者ら 100名余りと交流を深めた。 その後も各期の懇親
会がホテル内の個室を会場に移しておこなわれ、宴はおそくまで続いた。
25 百！羽年記念行事写真
（第 2 日目 ） 2001年 5 月 26 日 （土） 名古屋校舎
l''.1: if.Fiからパスに乗車した大勢のi＠.友会会只は午前 91時半に愛知大学名古
屋校舎に到着した。 多くの教職員の大きな拍手と、 50余年の！旬、期待して
いた占・院の後識としての現代中国学部の学生の 「熱烈歓迎」の横断幕と出
迎えに、也：院O B らは感激の面持ちだっ た。
,,,1文持続記念扱 26 
午前 9 時40分からの現代中国学部の授業風景を最初は教室の後ろから眺
めていた書院O B も、やがてパソコンを操作したり、 学生と机を並べて一
緒に講義を聞いたりして束の間の学生時代を楽しんだ。
中には飛び入りで教壇に立つなと、後輩へ託す期待と思いやりはひとし
お。マイクを向けられると、流れるような中国語で話し、 青春時代を思い
起こしながら目を輝かせていた。
27 百周年記念行事写真
東亜間文書院大判l立百周年E路間；興奮
忌－ .i 
午前1 1時30分、名古屋域わきのホテル ・ ウ ェステイン ・ ナゴヤキャッス
ル青雲の聞で記念講演会が行われた。 小崎品業氏 （書院42期・愛大 1 期）
の司会により東京大学名誉教授で東洋英和女学院院長の衛藤藩吉氏が 「長
江の流れは絶えず」 の演題で 1 時間余にわたって講演し、東亜同文書院の
輝かしい歴史と業績を讃えた。 このあと 、 現代中国学部学生の中国現地調
査についての報告と、来日 中の日本研究調査の中国人大学生らの紹介がな
された。
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午後 l 時、同ホテル天守の問で行われた愛知大学 . i雇友会 ・ 愛知大学：同
窓会交流懇親会は、四百名の参加者により盛り上がった。
武田学長が「東亜同文書院から愛知大学へ貫かれている流れの名を汚さ
ないよう頑張る」と決意を明らかにし、 小田啓二同窓会会長の乾杯で幕を
聞けた。
現代中国学部学生の二胡部による胡弓の妙なる調べが流れるなか、会場
では旧交を j昆め合う姿が見られた。「院歌」や 「嵐!I大け吹け」「桃里の吹雪」
などから 、 愛大j宜遥歌「月影砕くる」まで次々に飛び出し、 交歓の大合唱
が繰り広げられたo
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